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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

８
月
２
９
日
、
す
べ
て
の

都
道
府
県
で
２
０
２
４
年
度

の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
額

の
答
申
（
以
下
、「
答
申
」）

が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。
こ
の

答
申
を
受
け
て
全
国
労
働
組

合
総
連
合
（
全
労
連
）
と
全

国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会

（
全
労
協
）
が
談
話
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
談
話
を
引
用

す
る
形
で
、
２
０
２
４
年
度

の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。 

各
地
方
審
議
会
の
答
申
で

は
４
７
都
道
府
県
で
、
５
０

円
～
８
４
円
の
引
き
上
げ
と

な
り
、
答
申
通
り
な
ら
ば
、

加
重
平
均
は
１
，
０
５
５
円

（
前
年
比
＋
５
１
円
、
＋
５
．

１
％
）
と
な
り
ま
す
。 

最
高
額
と
な
っ
た
の
は
東

京
で
１
，
１
６
３
円
、
次
い

で
神
奈
川
が
１
，
１
６
２
円
、

最
低
額
は
９
５
１
円
で
す
。

東
京
な
ど
１
，
０
０
０
円
以

上
が
１
６
都
道
府
県
に
な
っ

た
一
方
、
長
崎
の
９
５
３
円

な
ど
東
北
や
九
州
な
ど
１
５

件
で
９
５
０
円
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

今
回
の
額
、
率
と
も
に
過

去
最
高
と
な
る
引
き
上
げ
と

な
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も

低
い
最
低
賃
金
の
改
善
を
求

め
る
労
働
者
の
声
と
運
動
の

成
果
で
す
。 

 

地
方
最
賃
審
議
会
で
中
央

審
議
会
の
目
安
を
上
回
る
答

申
を
行
っ
た
の
は
、
目
安
を

３
４
円
上
回
っ
た
徳
島
県
を

は
じ
め
、
９
円
２
県
、
８
円

１
県
、
７
円
１
県
、
６
円
３

県
、
５
円
７
県
な
ど
で
す
。 

特
に
、
二
番
目
に
低
か
っ

た
徳
島
県
が
８
４
円
（
９
．

９
％
）
引
き
上
げ
た
こ
と
は
、

「
大
幅
な
引
き
上
げ
は
可
能

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、

「
支
払
い
能
力
」「
目
安
」
か

ら
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、

「
徳
島
の
生
計
費
と
経
済
は

中
位
よ
り
上
が
必
要
」
と
生

活
や
経
済
に
必
要
な
最
低
賃

金
額
を
決
め
て
、
必
要
な
対

策
を
お
こ
な
う
こ
と
に
考
え

方
を
変
え
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。 

目
安
に
し
ば
ら
れ
た
議
論

や
「
最
下
位
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
と
の
議
論
が
散
見
さ

れ
る
中
、
あ
る
べ
き
地
域
最

低
賃
金
の
水
準
を
議
論
し
て

導
き
出
し
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
も
の
で
す
。
他
で
も
、

目
安
額
５
０
円
の
制
約
が
あ

る
な
か
で
、
労
働
者
の
生
計

費
が
一
定
議
論
に
な
り
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
労
働
者
の
生
計

費
に
焦
点
を
あ
て
た
取
材
・

報
道
が
お
こ
な
わ
れ
こ
と
は

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
最
高
額
の
東
京
（
１
，

１
６
３
円
）
と
最
低
額
の
県

（
９
５
１
円
）
と
の
額
差
は

２
１
２
円
で
若
干
縮
ま
り
ま

し
た
。
格
差
解
消
と
経
済
の

偏
在
の
解
消
を
求
め
る
声
に

よ
っ
て
、
是
正
が
意
識
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
フ
ル
タ
イ
ム
換
算

(

年
１
，
８
０
０
時
間
）
で
年

収
３
８
万
円
超
の
差
に
な
り

ま
す
。
全
労
連
の
最
低
生
計

費
試
算
調
査
で
「
生
計
費
に

は
都
市
と
地
方
で
差
が
な
い

こ
と
」「
月
額
２
５
万
円
・
時

間
額
１
，
５
０
０
円
（
月
１

５
０
時
間
）
以
上
必
要
」
な

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
特
に
、

急
激
な
物
価
高
騰
の
中
で

「
時
給
１
，
７
０
０
円
」
が

必
要
と
い
う
試
算
結
果
が
出

さ
れ
、
街
角
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
２
，
０
０
０
円
は

必
要
」
と
の
声
が
多
数
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 

長
中
局
支
部
や
県
労
連
な

ど
、
各
地
方
最
賃
審
議
会
に

は
、
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め

る
異
議
申
し
立
て
が
行
わ
れ
、

異
議
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
「
議
論
を

尽
く
し
た
結
果
の
結
論
」
と

い
う
各
委
員
の
発
言
に
よ
り
、

異
議
は
認
め
ら
れ
ず
、
答
申

通
り
の
引
き
上
げ
額
と
な
り

ま
し
た
。 

し
か
し
地
域
間
格
差
解
消

を
求
め
る
労
働
者
の
声
と
署

名
や
自
治
体
決
議
な
ど
の
運

動
の
広
が
り
で
、
目
安
を
上

回
る
地
域
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
流
れ
は
加
速
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
私
た
ち
は
速
や

か
に
地
域
間
格
差
の
解
消
と

た
だ
ち
に
１
，
５
０
０
円
以

上
に
す
る
こ
と
を
求
め
、
運

動
を
続
け
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４484 

`24 年９月２７日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

2024年度の地域別最賃（答申通りの場合。10月 1日以降順次改定） 
No

全国加重平均　1055円

沖縄

952

福島 

955

新潟 

985

富山 

998

石川 

984

岐阜 

1001

愛知 

1077

福井 

984

滋賀 

1017

三重 

1023

栃木 

1004

茨城 

1005
奈良 

986

和歌山 

980

北海道 

1010

秋田 

951

岩手 

952

山形 

955

宮城 

973

埼玉 

1078

山梨 

988

長野 

998

神奈川 

1162

青森 

953

千葉 

1076

群馬 

985

東京 

1163

佐賀 

956

長崎 

953

熊本 

952

鹿児島 

953

静岡 

1034

徳島 

980

愛媛 

956

高知 

952

福岡 

992

大分 

954

宮崎 

952

山口 

979

香川 

970

京都 

1058

大阪 

1114

鳥取 

957

島根 

962

広島 

1020

岡山 

982

兵庫 

1052

 


